
固有値分解(補足)

・対角化、固有値、固有ベクトル

・対称行列の性質

・固有値分解

06t4027h 斎藤高行



固有値、固有ベクトル (1)

次正方行列 と相似な行列は、基底に関する

表現行列でもある

変換行列 のとき
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固有値、固有ベクトル (2)

 ndiagAXX  ,,, 21
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固有値、固有ベクトル (3)

行列 について を満たす

が存在するとき

は の固有値である。

は の固有ベクトルである。
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対角化

が対角行列と相似である場合、

は対角化可能であるという

A
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対角化の必要十分条件

次正方行列 が対角化可能

個の一次独立である固有ベクトル

の存在
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対称行列の性質

• 行列 が対称行列のとき が成立

• 対称行列の固有ベクトルは互いに直交する
(証明する)

• 対称行列は常に対角化可能である
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証明

を の固有値とする

左から , を掛ける
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証明(続き)

より

転置行列の性質 より
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証明(続き)

より
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証明(続き)

であるから (証明終)

つまり、 が成立する場合は

が成立する

すなわち、
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対称行列の固有値分解 (1)

• 次正方行列 が対称行列となるとき

(                    より)                                            
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対称行列の固有値分解 (2)
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